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脱炭素・循環型社会の構築
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公共施設ＺＥＢ化改修事業 550,058千円
温室効果ガス排出量の削減に向けて、公共施設のＺＥＢ化改修工事に取り組みます。▶

えーるピア久留米ZEB化改修事業

393,813千円
年度 事業費

Ｒ６ 393,813

Ｒ７ 479,341

合計 873,154

ZEBとは
「Net Zero Energy Building 」の略称。省エネ対策により一次エネルギー消費量
を削減した上で、再生可能エネルギーの導入などによりエネルギー収支をゼロ以下に
することを目指した建築物。

継続費予算 （千円）

総合幼児センターZEB化改修事業 156,245千円
令和６年度に改修工事が完了予定です。

えーるピア久留米

総合幼児センター
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快適な都市環境の確保
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空家等対策推進事業 62,910千円
周辺の住環境に悪影響を及ぼすおそれがある老朽危険空家等の除却や、空き家の利活用
を進めます。

専門家による空き家相談窓口の実施 192千円

老朽危険空家等除却促進事業費補助金 52,000千円

▶

相続などの専門的知識を必要とする複雑な相談に対応するため、司法書士等による
無料相談を実施します。

空き家活用リフォーム助成事業補助金 ３,000千円

安心・安全のまち
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快適な都市環境の確保
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公営住宅等建替事業 94,292千円
将来にわたる良質な住宅ストックの形成を図るため、老朽化した市営住宅の建替や解体を
行います。

北野地区市営住宅再整備 31,422千円

老朽市営住宅解体 62,870千円

▶

老朽市営住宅（八重亀住宅、塚島住宅）の集約建替を実施します。

R６
地質調査

設計業務等

R８～９
住宅建設

外構整備等

R７
既存住宅解体
造成工事等

・地質調査業務委託 3,651千円

・建設工事設計業務委託 14,459千円

現在の八重亀住宅

安心・安全のまち
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暮らしの安全対策の推進
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セーフコミュニティ推進事業
安心して生活できる安全なまちを目指し、けがや事故を予防するセーフコミュニティ活動を推進
します。

4,597千円
▶

くるめ「まちカメ」ボランティア事業 300千円

セーフコミュニティ推進支援業務 1,100千円

防犯カメラやドライブレコーダーを活用した見守りにより、市民が主体となった防犯、交通安
全活動を啓発・促進します。

「身の回りで起こるけがや事故は、予防することができる」
という考え方に基づき、市民・行政・関係機関などが連
携して、様々なデータを用いながら「安全で安心なまちづ
くり」に取り組む地域のことです。

セーフコミュニティとは

セーフコミュニティ
公式ロゴマーク

安心・安全のまち


